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北に赤城山を望み、広々とひろがる前橋台地。新旺1、稲荷新田、箱田等かつての水  

田地帯を彷彿させる字名が点在する東地区。かつての東地域の水田や畑、桑畑も都市  

化の波が押し寄せ宅地化されている。そんな中に稲荷遺跡も位置付いている。   

今回の新前橋駅川曲線道路改良工事も前橋の都市計画の一環として行われる計画道  

路の建設に件う道路改良である。今回の発掘調査は、その工事に先立っての事前調査   

である。   

発掘現場は前橋市立箱田中学校の北側に位置するため、学校への登下校の際、中学  

生達の関心を呼び、文化財保護の為にも効果があったと考えている。   

遺跡は地下2面に発見され、一面は1108年頃の浅間山噴火の火山灰層に埋もれた水  

田が中心のものである。もう一面は6世紀初頭に噴火した榛名山ニッ岳の火山灰層に  

埋もれた水田である。   

どちらも畦畔の発見が中心であったが、前橋台地の各地から発見されている条里制  

の跡と併せ考える必要が生じている。   

古代社会の前橋の生晴を考える時、この地のみの水田という狭い考えでなく、古代  

日本の政治体制との関連が深く係わってくる水圧lの一つとなる可能性も出てくる。   

発掘調査でなぜ年代がわかるのか。発掘調査をするのは何のためなのか。現場で説  

明を聞いたり、体験発掘をする中学生や一般見学者の納得した姿を見るにつけ、発掘  

調査の結果を市民に還元し、文化財を理解してもらう努力の必要性を強く感じる。   

本報告書を研究者だけでなく、一般市民の方々が一人でも多く活用していただき、  

前橋の歴史を理解する上での参考にしていただけたら幸いである。また、各発掘調査  

現場との情報を交換しあい、古代社会の一層の解明ができたらと考えている。  

平成9年3月  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団  

団 長  中 西  誠 一   



例言  

1．本報告番は、前橋市が計画する前橋都市計画道路事業3・4・19号新前橋駅川曲線改良工事に伴う稲荷   

遺跡発掘調査概報である。  

2．遺跡は、群馬県前橋市前箱田町281－1ほかに所在する。  

3．調査は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団団長 中西誠一が前橋市長 萩原弥惣治と委託契約を締結し実施  

した。  

4．調査担当および調査期間は以下のとおりである。   

発掘・整理担当者  戸所憤策・古屋秀登（前橋市埋蔵文化財発掘調査団調査係）   

発 掘 調 査 期 間  平成8年7月24日～平成8年12月18日   

整理・報告書作成期間  平成8年12月19［】～平成9年3月25日  

5．本書の原稿執筆は戸所・古屋が行った。生理作業をはじめ報告書の作成には、大島きく江・鈴木民江・   

高橋公代・多田啓子・塚本宙江・中林美智子・堀込とよ江・森田純子の協力があった。  

6．テフラ・プラントオパールの同定は、（株）古環境研究所に依頼した。  

7．発掘調査で出土した遺物は、当調査団より前橋市教育委員会に保管費任を依頼し、前橋市教育委員会文   

化財保護課で保管されている。  

凡例  

1．挿図中に使用した北は座標北である。  

2．挿図に建設省国土地理院発行の1／20万地形図（長野・宇都宮）と1／2．5万地形図（前橋）を使用した。  

3．本遺跡の略称は8A78である。  

4．各遺構の略称は次のとおりである。   

D…土坑、P…柱穴、W…網・水路   

水田の番号は○数字、畦畔の番号は数字のみ  

5．遺構・遺物の実測図の縮尺は次のとおりである。  

遺構 水田…1／320、土坑・柱穴…1／80、全体図…1／200・1／1600  

遺物 土器・石器・‥1／3・1／4、古銭…1／2、石製品…1／3  

6．スクリントーンの使用は次のとおりである。  

遺構平面図 耕作痕…斑  

遺構断面図 構築面…斜線  

遺1勿実測図 須恵果断面…黒塗り  

7．水田面積の算出については、1／40の平面上でブラニメーター（ローラー極式・レンズ式）により3回計   

測した平均値を使用した。なお、小数点以下第2位まで記載した。  
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Ⅰ 調査に至る経緯   

本発掘調査に関しては、平成7年10月25日に都市計画部街路課より、前箱圧1町に「都市計画道路3・4・  

19号新前橋駅川曲線道路改良計画」の事業実施の照会があり、埋蔵文化財の取り扱いについて事前に試掘調  

香が必要であるむね通知を送り協議を行った。その後、平成7年11月13日、前橋市教育委員会による試掘の  

結果、平安時代の水田址が検出されたため、開発事業の実施に際しては、これに先立って埋蔵文化財記録保  

存のための発掘調査を実施することが街路課との間で柵認された。平成8年6月10［】に前橋市長から前橋市  

教育委員会教育長あてに発掘調査の依頼があった。その後の手続きは、前橋市教育委貞会が組織する前橋市  

埋蔵文化財発掘調査団に移管された。7月15日に発掘調査に関する委託契約を前橋市長との間で締結した。そ  

して、7月24日から現地での発掘調査を開始するに至った。遺跡名称の「稲荷」は現地の小字名を採用した。  

ⅠⅠ遺跡の位置と環境  

1遺跡の立地  

稲荷追跡の立地する前橋台地は、約24000年前に浅間山の爆発によって引き起こされた火山泥流堆積物とそ  

れを被覆するローム層（水成）から成り立っている。稲荷遺跡が所在する前橋市前箱田町281－1番地ほかは、  

利根川の右岸に位置し、群馬県庁から直線距離で約31川lほど離れた前橋市の南西部にある。本遺跡地の東方  

250mには滝川が、西方500nlには染谷川が商流している。付近の標高は約96～97mで、北西から南束にかけ  

て緩やかに傾斜している。周辺では、水田耕作を行っているが、大利根団地の西側にあたり、住宅が建ち並  

び、住宅開発の波が押し寄せている地域である。  

2 歴史的環境  

本遺跡地の北方約61川1の総社町には総社古墳群があり、元総社町には上野国国府が置かれた。本道跡地は  

上野国国府の南側に位置している。本遺跡地は、水庁側二の発抑調査となったが、律令制の基本である班田収  

授が実施されるためには、条里制に基づく水田地割りが必要となる。そこで、まず、古墳時代からの上野国  

の歴史的環境を述べてみたい。   

総社古墳群は、まず5世紀末頃と推定される主軸70メートルを測る遠見山古墳①が造られ、次に6世紀前  

半に利根川の河原石を用いた横石塚である王山古墳②、6世紀末から7世紀初頭にかけて前方部と後円部に  

横穴式石室を持つ総社二子山古墳③、そして、7世紀初頭には巨石使用の横穴式石室に家形石棺を安置した  

方墳の愛宕山古墳④、さらに県内頼終末期と考えられ仏教文化の影響を強く受けた宝塔山古墳⑤、蛇穴山古  

墳（参が築造された。宝塔山古墳の南西約500メートルに所在する山王廃寺跡⑦にみられる石造物群は、宝塔山  

古墳石棺や蛇穴山古墳石室と同系列の石造技術を駆使して加工されたと考えられる。共通する技法から時代  

決定の根拠とされ、白鳳期の建立と考えられる山王廃寺を中心として、総社・元総社周辺では仏教文化が古  

墳文化と併存しながら花開いた様子が窺える。奈良・平安時代には、上野国府⑧（推定位置）、国分僧寺⑨・  

国分尼寺⑩等の建設とあいまって、古代上野国の政治・文化の中心地としての様相を呈してくる。国府の推  

定地の周辺では、上野国分僧寺・尼寺中間地域遺跡⑪、閑泉樋遺跡⑫、元総社明神遺跡⑩、鳥羽遺跡（砂、中  

尾追跡⑮等の遺跡が調査されている。また、日高遺跡⑲（県教委調査）⑰（高崎市教委調査）をはじめ勝．当遺  

跡⑩、相田墳追跡⑩、前箱田遺跡⑳、西島遺跡群⑳、柳橋追跡⑳、新保遺跡⑳、正観寺遺跡⑳、小八木遺跡  

⑳等では浅間B軽石層下から水田址が検出されている。これらの水田址の中には、条里制の坪を形成する一  

‖丁間隔のの大畦畔が検出されている遺跡がある。   





ⅠⅠⅠ調 査 の 経 過  

1調査方針   

委託された調査面積は、道路建設予定地の約8000nfである。調査簸施に際しては、発掘調査簡囲の全域を  

カバーする41Tlグリッドを設定し、椴小単位とした。各グリッドの呼称方法は、南北方向をY軸とし、北か  

ら南へYl、Y2、Y3、・‥、東西方向をⅩ柵とし、西からⅩ1、Ⅹ2、Ⅹ3…、で表し、それぞれ北西の  

交点をグリッド名とした。   

調査は麒業用水の確保や、住宅の～二l二i入り口確保等により、北から大きくA区からF区の6区に分け、廃土  

置き場や産業廃棄物を考慮して、さらに洲かく調査区域を設定した。   

調査実施段帽での方針は以下の通りである。  

①出土過物は、ドット標記した平面図を作製し、取り上げに際しては遺物台帳に諸属性を記録した。  

②水田而の平面測量は1／40で、土屑断而図は1／20で図化した。コンタは5cm間隔で図化した。   

なお、Ⅹ10・Y50グリッドの公共座樺は、第IX系（X＝40200．000，Y＝－70080．000）である。   

2 調査経過   

7月15日に委託契約の締結を行い、現地での発掘調査は、7月24日から開始した。まず、重機（バックフ  

ォー0．7nf）により2層の上面が検出されるまで表土掘削を行った。人力による掘り下げは、29日から、10人  

税の小人数で開始し、お盆明けの8月19日から人数を増やして、調査を行った。表土掘削に追従してプラン  

確認を行ったが、水が沸き出してくるため、プラン確認は射‖ノかった。調査区の壁際に排水のための泄を掘  

り、水中ポンプで排水しながらの調査となった。第一面目の水田の調査は、Cl→Dl→F→El→Al→  

B2→Ⅰミ1→A2→E2→D2区と進めた。杭打ち、平面測量業務は、各調査区の進捗に合わせて行った。  

1両日の調査が終了した調査区から、第二面目の古墳時代の水圧＝而の調査を開始した。第二両目は、Cl→  

Dl→F→El→Al→Bl→A2→D2→E2区と調査を進めた。高所作業車による全景写真撮影は、調  

査の進捗にあわせて、6回行った。10月17日には、平安時代と古墳時代の水田の比較を行うために、ラジコ  

ンヘリコプターによる写真撮影を行った。9月12日と12月9日には、地質調査分析を業者に委託した。12月  

18日には、現地での調査を終了した。しかし、プレハブ（発掘現場事務所）を建てた場所（C2・3区）と  

家の移転が遅れた場所（A3区）の調査については、平成9年1月14口に試掘調査を行った。なお、誹概不  

可能な箇所があるため、委託料の減椒に伴う変更契約を平成9年1月141≡】に締結した。   

准埋作業・報告書作成は12月19日から平成9年3月25日まで行った。  

8月   9月   川月   11月   12月   

Al区  ．111日l‖ 墓  
A2区  

■ 

Bl区  目lll日   
B2区  

臼  

Cl区   llll…lll．111111111tlⅢ囚  
■  

Dl区   ■  

D2区  

El区  
■  

団  

E2区  

F 区  

∈≡‡…用  

虹加Ⅲ周  

■ 衷」二抑制  

冒 平安時代面調査  

皿l育和椚耐梱  

庄司 棚め戻し   

Fig．3 発掘調査経過図  
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ⅠⅤ 層 序   

調査区は、水田と住宅跡地にまたがっており、地層に若干の柑避  

は見られるが、基本的には下記の通りとなる。なお深掘を実施して  

いないので、Ⅴ…層以下は稲荷追跡の両側に位旧する箱1月中学校建設  

に伴う「前掛二「l遺跡」と柳橋遺跡の調査J戊果を参考とした。  

Ⅰ旧 来二l二。耕作土。  

ⅠⅠ屑 茶褐色土層。天仁元（1108）年l町1ごとされる浅㈹B瞭石を含む  

砂質土僧。  

ⅠⅠ川き7Ⅰう悼石僧。厚さは2～10cm稗度。  

1V肘 灰褐色粘質土屑。1ⅠⅠ屑に覆われた水川耕作土で、厚さは15～20  

cIl朝慮。  

Ⅴ屑ⅠIl・－Ⅰ手A層。6世紀前半の榛名ニッ・岳の噴火による降下層。厚  

さは数cl11で部分的に検出した。  

ⅤⅠ屑 C悼石僧。4世紀中頃、浅IJ削1川‡火により降下した軽石層で、  

博さは10cm内外。  

VlI屑 僻灰褐色粘質土層。  

Ⅴ…層 灰丑を也粘質土屑。  

IX肘 典灰白色シルト屑。  

X旧 灰色火山灰層。約1．3～1．4万年前の浅間Yl）が主体。  

Ⅰ仲子 班灰色火山灰屑。  

M＝＼乍ラ 暗褐色泥炭層。  

Fig．5 轢準土層図  

Ⅴ 遺 構 と 遺 物   

平安時代の水田面は総数51枚の水什lと43本の畦畔を検出した。古墳時代の水田面ははっきりとしなかった  

が16枚の水川と21本の畦畔を検出した。   

平安時代の調査面からは総数111点の迫物が出土した。土桝灘・須恵湘・陶磁拙の破片である。また、宋銭  

1仰Ⅰが山二l二した。古墳時代の調査面からは総数181点の過物が出土した。  

1 平安時代水圧け1L  

A区（Fig．7，PLl・2）  

（位置）Ⅹ8～11－YlO～22G（調査面積）393．661112（概要）調査区の一番北側に位置する。調査区の束よ  

りに南二化方向に用水路が流れる。用水路の東側は、脚力ミ狭く、廃土置き場が柵保できないので、調査不可儲。  

廃土閃き場の関係で、南北に分けて調査を実施。便宜上北側をAl区、南側をA2区とした。移転が遅れた  

住宅部分をA3区とした。A3区は、住宅移転後に調査を実施したが、平安時代の水田面は壊されていた。  

（検出遺構）水田6枚。畦畔5本。東西方向のl蛙畔3本と南北方向の‖洲、ド2本を検出。1と5のl吐畔は接続  

すると旭われるが、調査区域外のため、不l肌。泄5条。（出土辻物）宋銭1ノ書くが出土し、これを図示。  

B区（Fig．7，PL2・3・4）  

（位置）X8～12－Y24～39G（調査面積）488．9711f（概要）A2区の南側に位置し、A2区と東西方向の  

川水路により調査区を分けた。廃土聞き場の関イ系で，南北に分けて調査を実施。便宜上北側をBl区、両側  

をⅠう2区とした。西側は住宅の出入り口の柵保のため、調査不可能。（検出遺構）水田7枚。畦畔6本。溝3  

条。（出土遣物）10点。   
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C区（Fig．8，PL4・5）  

（位置）Ⅹ6～11－Y41～58G（調査面積）965．75Ⅰげ（概要）B区の南側に位置する。束西方向に用水路が  

通っているために、D区と分けた。（検出過構）水仕112枚。畦畔11本。（出土過物）81点。このうち石器1点  

を図示。  

D区（Fig．9，PL5・6）  

（位置）Ⅹ6～11－Y58～68G（調査面積）534．7311f（概要）C区の南側に位置する。北と南に東西方向に  

川水路が通っているところまでを調査区とした。産業廃棄物（ブロック塀）の関係でDl区とD2区に分け  

た。（検出連構）水田8枚。畦畔5本。満5条。  

E区（Fig．9，PL6・7・8）  

（位置）Ⅹ5～10－Y75～84G（調査面積）686．08Ⅰげ（概要）D区の南側に位置する。店舗の出入り口確保  

のため、D区との間に未調査部分が生じた。南側は、用水路により、F区と分けた。産業廃棄物（ブロック  

桝）の関係でEl区とE2区に分けた。（検出過構）水圧110枚。畦畔9本。（出土遣物）9点。  

F一区（Fig．10，PL6・8）  

（位置）X4～10－Y86～95G（調査面積）721．0911f（概要）調査区の一番南側の調査区。（検出過構）水田  

8枚。畦畔7本。泄4条。土坑2基。（出土遺物）10点。  

2 古一墳時代水田址  

A区（Fig．11，Ⅰ）L8・9・10）  

（位置）Ⅹ8～12－YlO～22G（調査面積）394．53n12（検出過構）水田5枚。畦畔6本。泄4条。土坑1基。  

（出土過物）8点。  

B区（Fig．12，PL9・10）  

（位置）Ⅹ8～12－Y24～34G（調査面積）311．0111f（概要）B2区の2面目は、調査区の中央に栄西方向  

に水道管が通っているため、調査を実施できなかった。（検出連構）構2条。（出土遣物）13点。  

C区（Fig．12，PLlO・11）  

（位置）Ⅹ6～11－Y41～58G（調査面積）938，86Ⅰげ（検出辻構）浦2条。土坑2基。柱穴23個。（出土過物）  

127点。このうち須恵器2点、石器1点を図示。  

D区（Fig．13，PLll・12）  

（位置）X6～11－Y60～69G（調査面積）536．501112（検出過構）桝5条。土坑2基。柱穴7個。（出土遺物）  

17点。このうち石器1点を図示。  

E区（Fig．13，PL12・13）  

（位置）X5～10－Y75～84G（調査面積）685．0511f（検出遺構）水田1枚。畦畔3本。満6条。土坑1基。  

柱穴40個。  

F区（Fig．14，PL12・14）  

（位置）Ⅹ4～10－Y86～95G（調査面積）716．2511f（検出過構）水田10枚。峡畔12本。満2条。柱穴6佃。  

（出土遣物）16点。  

3 溝 （Tab．4参照）   

38条検出。現在の水道管や用水路も含む。第一両の満は、As－Ⅳ怪石層下の平安時代の水田面より、また第  

二而の溝は、As－C混じりの洪水層下の古墳時代の水田面より検出した。  

4 土坑（Tab．5参順）   

8基検出した。時代は不明。   



5 柱穴（1、とIb．6参照）   

第二面の水田面から76個の柱穴を検出した。覆土はほとんど同じであり、ローム土である。探さは、第二  

面の調査面から計測しているため、全体に浅い。D区のセクション図からとらえると、平安‖寺代の水川面の  

中間から検出されている。  

6 道路状過構（Fig．8・9・12・13，1）L4・5・7・8・10・13）   

C区とE区に水田面とは異なる堅緻面を検出した。C区は約1．5m幅で中央部を南北方向に走り、Y45G付  

近で西に直角にl川がっている。E区は約5111晰でY83G付近を東西に走っている。明治13年測量の迅速図に  

よると道路となっているが、昭和の戦後の地図では水mとなっている。I町治時代に道であったところを俄後  

再び水田として利用している。  

7 くぼみ（Fig．7・8・11，PLl・9）   

くぼみは、水任l面よりやや低くなっているもので、粥よりは短いものである。検出時においては、くぼみ  

としたが、精査の結果、泄（W－39・40・41）としたものがある。  

ⅤⅠ ま  と  め  

1．平安時代   

浅間山が1108年に噴火した際に降下した火山灰層（As－Ⅰミ）に覆われていた水田址を検出した。調査に伴い  

行ったプラント・オパール分析結果でもAs－Ⅰう低下でイネが多く検出されたため稲作が行われていた可敵性  

が高いと思われる。調査区が南北に細長かったため、東西方向の嵯畔は検出できたが、南北方向の畦畔はほ  

とんど検出できなかった。そのため、1枚の水田の両横は計測できなかった。   

畦畔は、A・B・E・F区で残り方が良く、高さは4～10cmほどだった。帽は多少の差はあるものの、上  

端で20～60clll、下茸嵩で60～100cl11とほぼ同じ位の長さだった。また、E2区からは、ほぼ直角に曲がった岨畔  

も検出した。C・D区の畦畔は残り方が良くなく、水田面とほとんど高さが変わらなかった。そのため、水  

田南の海き具合や、土の堅さ等の適いにより畦畔とした。先に述べたとおり、イネのプラント・オパールが  

検出されていることから、稲作が行われていたと思われるが、中世の休耕仕1（片あらし）の可能性もある。  

As－Bの降下は、旧暦の7月21日で、太陽暦の9月5日になる。これは稲の開花時期にあたっている。このこ  

とを考えると、畦畔がはっきり検出できないのは、休耕任1のためだったのか、後世の耕作により削り取られ  

たのか、検討を要する。地元の人の話によると、戦後、水川を耕すのに、As－Bがあると水のたまりが悪いの  

で、As－Bを取り除いて水田にしたとのことである。   

また、農具によると思われる半円形（長軸約20cIll、短軸約10c‖、深さ約3cIIl）の耕作痕が東西方向を中心  

に同じ向きに並んだ形で各区から検出されている。耕作椴の覆土は、As－B脱じりであり、耕作痕と水田耐の  

墳は、青色の火山灰であった。このことから、耕作痕は、As－Bの降下直†削こ掘られたものと考えられる。C  

区からは、歩いた向きは不明だが東西方向に人の足跡と思われるくぼみ（長さ約20cm、幅約10cl11）も検出した。   

大畦畔と思われるものは検出されなかった。大畦畔の位値を西島遺跡群（ⅠⅠ）の最北端条盟交点（⑩）を基  

準に109mの111け方格で当てはめると、12…］で稲荷追跡のF区の南側の道路になり、ちょうど現在の道路に当  

てはまった。その北1町は店舗の出入り口のため調査が不可能であったが、さらにその北1町は現在の道路  

に再び重なった。さらにその北1町はA区に当たるが、該当する位置に畦畔は検出できず、その周辺の畦畔  

も規模からすると、大畦畔とは考えられなかった。さらに北に2町行くと、古代より前橋と高崎をむすぶ脇  

道のひとつに数えられている東道（あずまみち）に重なった。この東道を基準にして逆に2条（12町）南に  

行ったところが県道井野停車場線に重なるため、大畦畔が過として利用されてきた可能性も考えられる。し  
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かし、先述したように、本道跡のA区では大畦畔は検出されず、また、束  

近から南に1条（6町）行ったところでは、現在の道が見当たらないため、  

大It狛畔と過との関係については、今後の調査や研究に期待する。   

As－B下の水田の形態については、『日高遺跡（ⅠⅠⅠ）』での群紬な分析によ  

り、半折型水田→不規則水田→長地型水l三Ⅰ三lの三形態と、変遷が考えられて  

いる。本追跡の水田がどのタイプに属するものかは調査備周が狭く断定は  

できないが、東西方向の畦仰の幅が約10ⅠⅥであることから考えると本追跡  

の水川は比校的新しい長地型の形態に属するものと言える。本来の条里制  

は、大化の改新以後、7世紀後半から8‾t土用己初頭にかけて地割が開始され  

たと考えられているのに対して、本遺跡はB軽石層下に広がる水田則二であ  

り、その耕作時期は11世紀末～12世紀初頭である。時代はすでに平安時代  

末期であり、中世社会への過渡期でもある。B軽石下水田址と条里制悌併‡  

時期の水田との間にはおよそ400年の隔たりがあり、条里の復元にあたって  

は、遺構状況そのものを条里制開始噂期の水田に重ね合わせることは必ず  

しも可能であるとは言えない。今後の他地域でのB軽石下水田址発掘調査  

の成果に期待する。   

水口は検Ll二lできなかった。しかし、1枚の水圧＝而で高さを調べてみると、  

北西か北米部分がわずかに高い。そこで水の流れは樺高の高い水田が満水  

になった後、畦畔をオーバーフローして順次南の方向へ流れ込む、「かけ流  

し」の方法をとっていた可能性も考えられる。   

溝は、17条検出したが、そのうち7条は現代の上下水道管等の埋設に伴  

うものと考えられる。その他のものについては、水田を切るように走って  

おり、肘に水を引き込むために使われたものと思われる。方向は、東西及  

び北西から南束方向が多い。高低差から考えて水の流れるプ引句は、北から  

南だったと思われる。なお、束西の溝については、西から東へ流れていた  

ものと規われる。  

1日   2亜  3上lと ＿－  

2条2塁  

4粂3Jl旦   

＼   
1昆   ＼  

12  13    25  36  

2      23  26  35   

け  田  10  15  22  田  34  

9  16    28  33  

5  8    20  29  32  

：：6：：  ロ  18  19  30  田  

長地型 1段 半折型  

Tab．1 条里模式図   

E区南端の東西に走る道路状遺構は、公図上では、道路となっている。  

南北方向については、家の境界となっているようである。また、明治13年  

測虫の迅速図によると、当崎はC区からD区にかけて南北方向に道路があ  

り、同区の堅微面や嵯畔の残りが良くなかったこととも関係があるのでは  

ないかと思われる。   

平安時代水田面からは土器片を中心に過物が111点～二旧二した。Al区から出土した宋銭（根寧元賛）は、1068  

年から作られたものであり、時代的には遺構面の時期と一致する。しかし、住居址等の遺構が検出されなか  

ったことからいずれも洪水等何らかの馳三1三lで運ばれて来たものと思われる。  

2．古墳時代   

平安時代水田面より15～20cm掘り下げたところにAs～Cを含む黒色土に襟われた粘土質層を検出し、古墳時  

代水圧価とした。畦畔はAl区、El区南側・F区で検出した。その他の調査区では、畦畔は検出できなか  

った。l畦畔の高さは、Al区では1c‖1前後であり、周囲の水田面との土の乾き具合の差で判断した。El区  

南側・F区の畦畔は2～5cl11程度の高さで残っていた。水肘の区画は一辺が約2～7m程度の小区画であり、  

形も正方形に近いものから長方形、台形などさまざまだった。1枚の水田の面積は四囲の畦畔が確認されて  

いるところで12m？前後を計るが、平安時代の水田面で検川されたような耕作痕もなく水田面の残存状況はあ  
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まり良好でなかった。プラント・オパールの分析結果からは、イネが検出されているもののヨシ属が多くみ  

られることから、ヨシ属が繁茂する湿地を利用して水m稲作が開始されたものと考えられる。   

溝は21条検出された。As－Cを含む粗砂で埋まっており、深さは浅く、憾も狭かった。平安時代水田面同様、  

水の流れる方向は北から南及び西から束だったと思われる。また、Dl区・W－10南端からは多数の足跡（長  

さ約18cIll、幅約8c】11）を検出したが、方向性は弁別できなかった。   

柱穴は、C区・D区・E区から検出された。C区から検出された1～7の柱穴は径が50～70cl】1だったのに  

対し、その他の柱穴は20cl11前後のものが多かった。形はl刊Iラや楕円形がほとんどであった。古墳時代水田而  

の表土掘削時に検出したが、壁のセクションからとらえると、平安時代水田面の中間を上面としていた。表  

土掘削時は湧水等により過桝面がべとついていたため平安時代の桝作土を3層としていたが、柱穴の検出後  

に3層を上下に分け、上部を3a層、下部を3b層とした。色の速いから3a層が平安時代の耕作土であり、3b屑  

がHr－FAを含む耕作土の可能性がある。3b層からは柱穴以外畦畔などの過構は検出されなかった。柱穴の並  

び方については、調査区の幅が狭くはっきりとした規則性は認められないが、C区南半分では南北方向、そ  

の他では北西から南衆力向に並んでいるようである。水圧】の境界として使われたものなのか、水路等の補強  

のために使われたものなのか今後の課題である。   

古墳時代水田面からは181点の遺物が出土した。剥片右折は稲を刈り取るために使われた可能性もあるが、  

石鉢やその他の土器片は、時期が興なるうえに、平安時代水口三価同様住居址が検出されなかったことから洪  

水等何らかの理由で運ばれて来たものと思われる。  
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Tab．2 遺物観察表  

大 き さ   
①胎土②焼成③色調④残存   裸形・製作技法の特徴   番 号  出土位思  器  形  登録  

口径 器諸揃   

ロ  C区  須恵器杯  ［14．3］3．3  （訓Il粒②良好（卦灰④1／5   椀種。口縁外傾。底部糸切り刃‡。W・・8号洞の遣物と接合。  101   

田  C区W【8  須恵湘長野灘  【 （6．4）  （D釧粒（∋」辻好③にぷい赤禍也（む酢祁  イ細愉ミ枇地。   113   

3  Al区  宋銭   追径2．4c川。賃l輝元轡。1068咋初鋳。  

Dl区  石鍛   ①2．1（診1．2③0．3④0．5⑤ほぼ完形⑥赤色ナ・1′－ト（かl乙基式掴茎鉄  

5  C区  剥片石烈  ①7．0②d．5③1．9④58．5⑤ほぼ完形⑥無色萬署⑦片刃形  127   

6  表採  打製石斧  ①7．7②4．6③2．4④100．5⑤ほぼ完形⑥緑色百砦⑦井刃形  Cl哀   

訃）1．石器・石製晶の観察項目は、（D椴大月②最大肺③最大厚④亜さ⑤班存⑥了二i材⑦形態の頼で記j‡混した。  

2．胎土は、細粒（0．9打川l以下）、小粒（1．0～1．9‖m），粗粒（2．0爪1nl以⊥）とした。  

3．焼成は、極良、良好、不良の3I矧椚評仙とした。  

4．色調は、土拙外耐を観察し、色名は新版堰用I亀土色帖（小山・竹原1976）によった。  

5．大きさの単位は、C‖，gであり、規存佃は（）、復元佃は［］で示した。  

10   



Tzlb．3 水田址計測表  （）は現存佃・［］は復元伯  

鵬考  

Ⅰげ   Ill  NW      SE   

ロ  All式  Ⅹ8－YlO・11G   （0．82）   （0．88）   （1．45）  97．58  97．62  97．59    1面目   

2  Al区  Ⅹ8′、11－YlO′～12G  （68．26）  （10．50）   （7．22）  97．58  97．56  97．54  97．56  田   

3  Al区  X8′、10－Y12′～16G  ［161．29］   （9．96）  （15．97）  97．54  97．56  97．52  97．51  田   

ロ  Al・2区  Ⅹ8′、10－Y17～19G  ［95．68］   （9．22）  （11．70）  97．49  97．30  97．39  97．44  四   

5  A2区  X7・8－Y20′）22G   ［3．53］   （6．60）   （9．14）  97．40    97．35  97．35  〃   

6  A2区  Ⅹ8・9－Y20～22G  ［34．17］   （4．80）   （7．89）    97．41  97．35  97．37  〃   
ロ  1ill式  X9・10－Y26・27G   （8．06）   （3．24）   （2．70）  97．27  97．25  97．26  97．29  〃   

8  Iil区  X9′～12－Y27～30G  ［105．59］  （12．30）  （10．75）  97．24  97．24  97．26  97．23  四   

9  Ⅰう1区  Ⅹ8′）11－Y30′～33G  （118．53）  （11．40）  （10．64）  97．20  97．20  97．15  97．20  四   

10  lil区  X8～11－Y33・34G  （23．86）  （11．10）   （5．22）  97．15  97．13  97．14  97．10  〃   

田  1う2区  X8′～11－Y35・36G  （40．05）  （12．10）   （4．30）  97．14  97．12  97．17  97．11  田   

12  Ⅰ52区  Ⅹ8′～11－Y36～39G  （123．20）  （12．30）  （10．48）  97．12  97．07  97．10  97．09  〃   

13  Ⅰう2区  Ⅹ8～11－Y38・39G   （8．75）   （8．80）   （1．82）  97．05  97．04  97．05  

田  C 区  Ⅹ7・8－Y41～46G  ［139．18］   （7．20）  （19．12）  97．00  96．99  96．88  96．90  田   

15  C 区  Ⅹ8～11－Y41～44G  ［132．11］  （11．70）  （12．10）  96．99  96．94  96．99  96．97  〃   

16  C 区  Ⅹ9～11－Y44′～46G  “）7．07）  （11．30）   （8．90）  69．95  96．95  96．92  96．92  〃   

17  C 区  Ⅹ6～8－Y46～48G  ［55．17］   ［8．20］  ［6．50］  96．91  96．91  96．92  96．92  〃   

18  C 区  X8～11－Y46～48G  （75．80）  （11．00）   （7．50）  96．94  96．92  96．89  96．89  〃   

19  C 区  X6′－8－Y48′－50G  ［62．90］  ［7．801  ［8．40］  6！）．91  96．93  96．90  96．90  〃   

20  C 区  Ⅹ8′～11－Y48～50G  （75．30）  （10．72）   （7．30）  96．89  96．89  96．90  96．89  〃   

21  C 区  Ⅹ7－Y52～55G   （12．13）   （1．50）   （8．64）  96．83  96．85  96．84  96．83  〃   
22  C 区  Ⅹ7－Y55・56G   （6．64）   （1．50）   （4．70）  96．82  96．84  96．84  96．82  四   

23  C 区  X6・7－Y56～58G  ［21．33］   （2．42）   （9．50）  96．81  96．80  96．82  96．78  〃   

24  C 区  Ⅹ7・8－Y56～58G  ［26．37］   （4．10）   （6．55）  96．80  96．80  96．80  96．78  n   

25  C 区  X7・8－Y58G   ［7．15］   （3．80）   （1．82）  96．79  96．78  96．78  96．78  四   

26  Ⅰ）1区  Ⅹ6・7－Y61   （22．33）   （5．30）   （4．70）  96．74  96．73  96．75  96．68  四   

27  Dl区  Ⅹ7・8－Y60・61G  （10・26）   （2．40）   （4．46）  96．75  96．73  96．69  96．70  〃   

田  Ⅰ）2区  X8～10－Y60・61G  （26．60）   （8．22）   （3．70）  96．76  96．75  96．74  96．74  n   

28  Ⅰ）1区  X6～8－Y62～66G  ［123．27］   （7．45）  ［18．10］  96．71  96．69  96．63  96．62  四   

29  Ⅰ）1区  X7～9－Y61ヘノ66G  ［25．15］   ［4．00］  ［17．80］  96．70  96．70  96．63  96．61  田   

30  Ⅰ）2区  Ⅹ8～10－Y61～63G  （64．06）   （8．10）   （8．15）  96．78  96．74  96．69  96．69  四   

31  Ⅰ）2区  X8′、10－Y63～65G  （61．73）   （7．60）   （6．60）  96．68  96．68  96．64  96．62  〃   

32  Ⅰ）1区  Ⅹ6～8－Y66～69G  （77．78）   （7．68）  （10．62）  96．59  96．60  96．60  96．58  〃   

33  Dl区  X8・9－Y66′～69G  （77．33）   （7．15）  （11．30）  ！）6．61  96．63  96．57  96．56  〃   

34  l工1区  X5～7－Y75～77G  ［72．74］   （9．10）   （8．50）  96．4f）  96．49  96．47  96．40  四   
35  Ⅰミ2区  X8～10－Y75・76G  ［20．13］   （9．20）   （2．60）  96．47  96．48  96．49  96．48  n   

36  Ⅰミ2区  Ⅹ8～10－Y75′、78G  ［83．33］   （9．20）  （10．10）  96．50  96．46  96．44  96．44  〃   

37  1王1区  X5′～8－Y77′～70G  ［110．40］  ［13．12］  （10．60）  96．40  96．40  96．40  96．38  〃   

n  】ミ2区  X8－Y77・78G   （6．28）   （1．94）   （3．30）  96．45  96．45  96．43  96．43  田   

38  Ⅰミ1区  X8・9－Y79・80G  ［22．64」   ［4．70］   （5．10）  96．38  96．38  96．37  96．37  四   

39  丁ミ1区  X5－Y80′、83G   （7．55）   川．65）  （14．65）    96．39    96．33  四   

40  Ⅰミ1区  X5～8－Y80～83G  ［169．39］  ［12．00］  ［14．60］  96．37  96．37  96．35  96．34  n   
四  Ⅰミ1区  X8・9－Y80′－83G  ［64．70］   （5．00）  （13．20）  96．35  96．34  96．35  96．35  四   

四  lミ1区  X5′～8－Y83～84G  ［53．∽］  （13．10）   ［4．10］  96．32  96．35  96．34  96．32  〃   

43  Ⅰミ1区  X8・9－Y83～84G  （15．49）   （4．80）   （3．50）  （）6．34  96．33  96．32  96．32  〃   

四  Ⅰγ 区  Ⅹ5～8－Y86   （32．64）  （10．30）   （3．40）  ！）6∴il  96．30  96．31  96．32  〃   

45  ドl式  Ⅹ8・9－Y86～88G  ［98．58］  ［10．30］  （10．40）  96．29  96．29  96．28  96．28  〃   
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46  F 区  Ⅹ8・9－Y86～88G  （39．28）   （3．80）   （9．64）  96．29  96．29  96．30  96．27  1面目   

47  F 区  Ⅹ5へノ7－Y91′）95G  ［121．29］   （6．20）  ［21．10］  96．25  96．25  96．17  96．21   

48  F 区  X7′－9－Y88′）91G  （51．57）   （6．20）   （9．50）  96．28  96．25  96．24  96．25   

49  IT 区  X7～10－Y93～95G  ［48．96］  （10．10）   （6．68）  96．19  96．16  96．17  96．13  四   

50  F 区  X6・7－Y95   （12．62）   （5．75）   （2．50）  96．16  96．17  96．16  96．17   〃   

51  F 区  X7へノ10－Y95   ［13．06］  （10．26）   （2．00）  96．17  96．13  96．14  96．12   〃   

52  Al区  Ⅹ8～10－Yll・12G  （24．22）   （7．35）   （3．40）  97．37  97．35  97．35  97．34  2面目   

53  Al区  XlO・11－Yll～13G  （11．89）   （3 （4．00）  97．35  97．35  97．34  97．33  〃   

54  Al区  Ⅹ8～10－Y12・13G  （30．59）   （6，30）   （5．20）  97．34  97．35  97．33  97．32  四   

55  Al区  Ⅹ10・11－Y12′～14G  （14．36）   （3．60）   ［4．20］  97．32  97．33  97．33  97．33  田   

56  Al区  Ⅹ8・9－Y13・14G  （17．32）   ［5．70］   ［3．20］  97．32  97．33  97．32  97．32  〃   

57  El区  Ⅹ6・7－Y84G   （1．30）   （1．60）   （1．16）  96．14  96．13    96．12  〃   

58  F 区  Ⅹ6・7－Y86・87G  ［13．27］  ［3．80］   ［4．40］  96．11．  96．07  96．09    四   

59  F 区  Ⅹ7・8－Y86G   ［7．35］  ［2．20］   ［3．96］  96．10  96．13  96．07  96．10  〃   

60  Ⅰγ 区  Ⅹ6・7－Y87・88G  ［15．67〕  ［3．20］   ［5．04］  96．09  96．09  96．10  96．08  〃   

61  IJ区  Ⅹ7・8－Y87～89G  （16．30）   （3．02）   （7．40）  96．08  96．07  96．07  96．04  四   

62  F 区  Ⅹ7・8－Y86・87G   （7．52）   （2．64）   （3．08）  96．08  96．09  96．09  96．07  〃   

63  F 区  X7・8－Y87・88G  （10．84）   （2．96）   （3．74）  96．09  96．09  96．08  96．07  〃   

64  F 区  X7・8－Y88′）90G  （12．75）   （3．70）   （3．69）  96．07  96．04  96．05  96．05  四   

65  F 区  Ⅹ8・9－Y88・89G  （17．08）   （5．14）   （4．26）  96．06  96．09  96．01  96．06  〃   

66  F 区  Ⅹ7～9－Y89′）91G  （20．20）   （4．74）   （4．44）  96．02  96．04  96．05  96．00  〃   

67  F 区  Ⅹ8・9－Y89・90G   （7．11）   （2．70）   （4．20）  96．04  96．06  96．01  96．02  四   
注）水田面積の計測は1／40の平面図上でプラニメーター（ローラー極式・レンズ式）により3回計測した平均値を使用した。  

なお、小数点以下第2位まで記i‡媒した。  

Tab．4 畦畔計測表  

備 考  

C川   C川  N      W  
ロ  Al区  Ⅹ8・9－YlO・11G   0   100   5  ロ  N－300－E  1面目   

2  Al区  Ⅹ8～10－Y12G   40   80  3  3   N－600－E   

3  Al区  Ⅹ9・10－Y16・17G   70   110  3  ロ   N－800－E   〃   

ロ  A2区  Ⅹ8・9－Y19・20G   55   70  6  ロ   N－900－E   

5  A2区  Ⅹ8－Y19～22G   50   80   ロ  6  N－50－W   

6  Bl区  X9・10－Y27G   35   70  6  田   N－750－W   〃   

7  Bl区  X9～11－Y30・31G   30   100  7  7   N－800－W   〃   

8  Bl区  X9～11－Y33G   25   70  ロ  5   N－800－W   

9  B2区  X8～11－Y35・36G  60  110  3  3   N－808－W   〃   

B2区  X8～11－Y38・39G  40   90  10  2   N－850－W   

田  Ii2区  Ⅹ8－Y38・39G   30   60  3  ロ   N－150－W   〃   

12  Cl区  Ⅹ9／）11－Y44G   20   45  2  3   N－850－E   〃   

13  Cl区  Ⅹ7～11－Y46G   25   60  ロ  ロ   N－900－E   

田  Cl区  Ⅹ8～11－Y48・49G  30   65  5  2   N－850－W   〃   

15  Cl区  X7－Y48G   15   35  2  N－900－E   

16  Cl区  Ⅹ7～11－Y50G   50  2  田   N－900－E   〃   

17  Cl区  Ⅹ8′～9－Y42～51G   60   80   田  ロ  E－00－E   〃   

18  Cl区  Ⅹ7－Y52G  38  N－900－E   〃   

19  Cl区  Ⅹ7－Y55G  53  N－900－E   〃   

20  Cl区  Ⅹ7・8－Y56G   42   58  3  1．5  N－90㌧－E   

田  Cl区  Ⅹ7・8－Y58G  55  N－900－E   
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22  Cl区  Ⅹ7－Y52′）58G  80  6  N－00－E  1面目   

23  Dl区  X6～8－Y61・62G   15   40  3   N－900－E   

四  Dl区  X6～9－Y66G   32   68  5   4   N－900－Ⅰ三   

25  Dl区  X7・8－Y60′－69G   35   70   2  N－00－E   〃   

26  D2区  X8′～10－Y61G   30   80  3   N－900－E   

田  D2区  X8′）10－Y63G  70  N－850－E   

28  Ⅰ王1区  X5′）7－Y77G  70  10   N－800－W   

29  El区  X5～9－Y79・80G  30   80  6   7   N－850－W   

30  El区  X7′～9－Y83・84G  40   70  7   N－850－W   

31  Ⅰ王1区  Ⅹ5－Y79～82G   30   70   6   10  N－00－E   〃   

32  Ⅰ二1区  X8－Y80～82G   50   80   2  N－00－E   

33  Ⅰ王1区  Ⅹ8－Y83・84G   30   70   6   8  N－00－E   

34  E2区  Ⅹ8－Y75・76G   30   80  2   N－900－E   

35  Ⅰミ2区  Ⅹ9・10－Y75・76G   30   80  3   4   N－900－E   〃   

36  E2区  Ⅹ8－Y77・78G   30   70   6   6   6   7   注1   

37  Ⅰ†区  Ⅹ5・6－Y86・87G   30   60  2   6   N－900－E   

38  F 区  X7′、8－Y86・87G  40   70  6   10   N－900－E   

39  F 区  Ⅹ7－Y89G   50   70  8   N－900－E   〃   

40  F 区  Ⅹ6へノ9－Y94・95G  40   60  3   N－900－E   〃   

田  F 区  Ⅹ8・9－Y88G   30   70  7   N－850－W   〃   

42  F 区  X7・8－Y86′～91G  30   70   7   5  注2   〃   

43  F 区  X7－Y93′～95G   40   70   6   6  N－00－E   

四  Al区  Ⅹ10・11－YllG  40  0．5  N－850－W  2面目   

45  Al区  Ⅹ8ヘノ11－YllG  50  3   1．5  N－850－W   〃   

46  Al区  X8～10－Y12・13G  40  0．5   N－75ローW   

47  Al区  X8～10－Y13・14G  40  N－850－W   

48  Al区  X8・～10－Y14・15G  50  2．5   N－800－W   

49  Al区  Ⅹ9・10－Yll′）15G  50  N－150－E   

50  Ⅰく1区  X5～7－Y81G  60  2   2．5  N－750－W   〃   

51  Ⅰ王1区  X6′～8－Y84G   20   60  3   N－658－E   〃   

52  Ⅰミ1区  X7－Y84G   20   40   N－250－W   

53  F 区  Ⅹ6・7－Y88G   20   35  0．5   N－750－E   〃   

54  Ⅰ√ 区  Ⅹ6・7－Y91G   45   70  5．5   5   N－900－E   

55  F 区  X6・7－Y91～93G  30   50  N－400－E   

56  F 区  X6′－9－Y93・94G  20   55  1．5   3   N－700－E   

57  F 区  X7・8－Y86・87G   20   30  0．5   N－650－E   

58  F 区  Ⅹ7・8－Y87G   25   40  1．5   2   N－650－E   

59  IJ区  Ⅹ7～9－Y88・89G   30   45  0．5  N－650－E   

60  F 区  Ⅹ7′－9－Y89・90G   25   40  N－65㌧－E   

61  F 区  X8・9－Y90・91G  30   50  2   2   N－65㌧－E   

62  F 区  X7－Y87～91G   35   50   2．5  N－100－W   

63  F 区  Ⅹ7～9－Y86′）91G  30   45   N－250－W   〃   

64  F 区  X7・8－Y86′－88G  40   50  2．5   N－250－W   〃   

往1 E2区西壁より東へ1．5mはN－750－E。そこから湾曲してNNOO－Eで内壁に至る。  

注2 F区北壁より南へ10mはN－00－E。そこから6mはN－300－Iミ。そこから南へNrOO－Eで攫乱に至る。  
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Tal），5 溝計測表  

最大  最小  

口  Cl区  欠  1面目   

田  Cl区  欠  ノ／  くぼみに   

3  I）1区  X6～8－Y63G   9．04   20   29  ノ／ W－37と接続   

ロ  Ⅰ〕1区  X6～9－Y66G   12．13   15   25  ／／ W－5と操縦   

5  Ⅰ）1区  X9－Y66～69G   11．60   23   70  ノノ  ⅥJ－37と接続   

6  Ⅰ〕1区  Ⅹ9－Y66′）69G   11．60   17   17  

ロ  Cl区  Ⅹ6へノ8－Y61・62G   8．24   35  2面目  W－35と接続   

8  Cl区  X7～11－Y44G   19．50   22   1（）0   100   

9  Dl区  欠  ノ／ 道路状遺構に   

10  Ⅰ）1区  X6へノ9－Y63′～69G   21．10   18   2（）2   70   

四  I）1区  X8・9－Y67G   ′l．43   6   ∠16   22   

四  Cl区  XlO・11－Y51G   5．31   8   2R   20   

13  Al区  XlO－Yll～13G   ！）．33   5   50   21   1面目   

四  Al区  X8～10－Y12～15G   15．85   川   （）0   62   〃   

15  Al区  Ⅹ8・9－YlO′－12G   7．14   78   55   〃   

16  Al区  X8～10－Y15〔；   8．15   30  

17  Ⅰミ2区  X8～10－Y38G   5．22   5   32   20   

18  Ⅰ一、区  X6・7－Y89′～94G   19．42   9   72   40   2面目   

19  F 区  X7・8－Y93～95G   8．80   8   1〔）0   40   〃   

20  Ⅰ工1区  Ⅹ5～8－Y81′、84G   20．60   6   40   20   〃   

四  Ⅰ王1区  Ⅹ5～7－Y75′～84G   39．10   9   50   20   

22  lミ1区  Ⅹ5・6－Y83・84G   4．70   6   30   20   〃   

23  Ⅰミ1区  X6・7－Y76・77G   6．12   6   38   24   

24  丁ミ1区  X6・7－Y76・77G   4．24   6   34   28   

25  Ⅰミ1区  X7－Y76・77G   2．05   32   20   〃   

26  Al区  X8～10－YlO′）1（iG   22．42   9   68   45   〃   

田  Al区  X8～10－Y13′～16G   11．80   10   63   28   〃   

2日  Al区  X9・10－Y16（i   3，90   34   18   〃   

29  Al区  X8・9－Y］5G   4．45   53   18   〃   

ニう0  1う1区  X8～11－Y32G   11．40   60   40   1面目   

31  1う1区  X8～11－Y32・33G   1l．30   12   165   90   〃   

32  Ⅰう1区  XlO～12－－Y28～31G   川．50   5   25   2面目   

33  1ミ1区  Ⅹ9－Y26G   3．50   53   70   30   ノ／ 現在の用水路   

34  Ⅰ）2区  Ⅹ8～10－Y61G   6．50   8   50   25   〃   

35  D2区  Ⅹ8～10－Y62G   8．30   10   60   35   〃  W－7に接続   

36  A2区  X8・9－Y18・19G   3．50   7   75   50   1面目   

37  Ⅰ）2区  X8・9－Y63′）65G   11．72   55   20   ノノ  W－3・5に按統   

38  F 区  Ⅹ6－Y86G   0．80   19   46   

39  lJ区  X5′、9－Y87′）89〔；   16．50   7   55  

40  F 区  X5′）8－Y87′、89G   10．70   6   50  〃   

四  F 区  X5～7－Y87～89G   10．d（）  50  

1．1   



′1、z11）．6 二l二坑計測表  

No．  朋査l天   グリ ッ ド   長 州cm  短 軸cm  深 さ cl11   形  状   備 考   

1  ド 区  X6・7－Y92（；   13‘1   6′1   
10   長方形   1面Il   

2  F 区  Ⅹ6－Y91G   12日   鋸   18   楕円形   

田  Cllズ  X8－Y4！）・50G   20   15   楕円形   2拍けt   

ロ  Cl区  X9・10－Y47G   170   99   10   不定形   〃   

5  1）11ズ  X8－Y67G   9f）   79   10   不定形   

田  Ⅰ）1区  X8－Y67・68G   1（）2   106   11．5   iE方形   

ロ  欠  

S  丁ミ11式  X8－Y83G   82   49   23   楕円形   2面＝   

田  ∧2区  X8－Y20G   123   （i3   コ‥   半円形   

′1、zll）．7 杜穴計測表  

No．  錮証区   グリ ッド   長 軸c川  短 軸c】11  深 さ cm   形  状   備 考   

1  Cl区  X9－Y47・48G   64   56   楕円形   2面l】   

田  Cl区  X8－Y48G   5〔）   50   14．5   正方形   

田  Cll天  X8・9－Y48G   6（）   17   円 形   

ロ  Cllズ  X9－Y48G   56   5l   10   円 形   

5  Cl区  X9－Y49G   5′1   51   12   円 形   

田  Cl区  X8－Y49G   64   5！）   18   円 形   

ロ  Cl区  X8－Y49G   71   7（）   2l   円 形   

田  Cl区  Xll－Y49G   40   3l   楕l1」形   

田  Cl区  Xll－Y48G   31   3〔）   正方形   

lり  Cl区  Xll－Y48G   39   8   長方形   

m  Cllズ  X7－Y46G   43   30   10   楕円形   

四  Cll衷  X7－Y47G   30   25   7   楕11形   

田  Cl区  X8－Y51G   30   ごり   8   長方形   〃   

‖  Cl区  X8－Y51G   32   20   5   半円形   

15  Cllズ  X7－Y51G   60   30   13   楕円形   

川  Cl区  X8－Y52G   16   8   三角形   〃   

田  Cl区  X8－Y54G   26   ごり   楕l＝1形   

18  Cl区  X7－Y55G   22   22   円 形   

四  Cl区  X7－Y55G   5   楕円形   

20  Cllズ  Ⅹ7－Y55G   18   ホ   長方形   

四  C11ズ  X7－Y56G   40   28   10   楕円形   

22  Cl区  X7－Y57G   49   31   り   楕lサ形   〃   

四  Cll式  X7－Y57・58G   51   39   楕円形   

四  l）11式  X8－Y61G   42   34   怖＝臣   

25  Ⅰ）1区  X8－Y61G   20   20   16   l月 形   

田  Ⅰ）1区  X8－Y62G   20   2r）   円 形   

27  Ⅰ）1区  X8－Y63G   28   26   25   円 形   

28  1くIlズ  X7－Y78G   15   円 形   〃   

四  Ⅰ】11ズ  X5－Y7！）G   ニう7   24   7   ml－‖ト   

田  lく11ヌ  X5－Y79G   2d   ご‥   10   長方形   

3l  Ⅰく1区  X8－Y80G   二i3   
桁円形   

田  ⅠくIlズ  X8－Y80G   13   3   楕円形   

田  l工11亘  X6－Y80G   28   18   6   情l里巨   

田  Ⅰ仁1区  Ⅹ5－Y81G   15   5   楕円形   

ニう5  Ⅰ仁1区  X5－Y81G   朋   17   8   楕円形   

田  l仁Il式  X7－Y81G   18   18   7   正方形   

15   



37  El区  Ⅹ8－Y80・81G   35   24   楕円形   2面目   

38  El区  X8－Y81G   37   33   16   楕円形   〃   

39  El区  Ⅹ8－Y81G   53   45   12   不定形   

40  El区  X5－Y81G   34   22   楕円形   

41  El区  X7－Y81G   28   22   8   半楕円形   

42  El区  Ⅹ7－Y81G   26   20   7   半円形   

43  El区  欠  

四  El区  Ⅹ8－Y82G   26   22   7   ひし形   2而日   

45  El区  Ⅹ8・9－Y82G   71   28   長方形   

46  El区  Ⅹ9－Y82・83G   36   36   24   円 形   〃   

47  El区  Ⅹ9－Y83G   40   28   9   楕円形   

48  El区  Ⅹ9－Y83G   28   25   楕円形   〃   

49  El区  Ⅹ7－Y83G   20   20   7   正方形   〃   

50  El区  Ⅹ7－Y83・84G   23   22   5   円 形   〃   

51  El区  Ⅹ8－Y84G   24   16   13   楕円形   〃   

52  Ⅰ三1区  X6－Y84G   32   26   5   楕円形   〃   

53  El区  X6－Y84G   28   28   円 形   〃   

54  El区  X8－Y84G   28   24   6   楕円形   

55  El区  Ⅹ9－Y84G   34   30   8   楕円形   〃   

56  F 区  欠  撹 乱   

57  F 区  Ⅹ8－Y86G   70   50   不定形   2面目   

58  F 区  欠  

59  F 区  X9－Y88G   35   10   楕円形   2面巨】   

60  F 区  Ⅹ8－Y88G   45   36   4   楕円形   〃   

61  F 区  Ⅹ8－Y88G   32   楕円形   〃   

62  F 区  X8－Y88G   42   43   10   円 形   

63  F 区  Ⅹ6－Y95G   36   34   円 形   

64  El区  X5【Y75G   22   21   円 形   

65  El区  Ⅹ5－Y76G   37   20   8   楕円形   〃   

66  E2区  Ⅹ9－Y78G   31   43   12   長方形   〃   

67  E2区  Ⅹ9－Y78G   24   18   楕円形   〃   

68  E2区  X8－Y78G   34   15   5   不定形   

69  E2区  Ⅹ8－Y77G   37   28   8   長方形   

70  E2区  X8－Y77G   30   25   13   楕円形   

71  E2区  Ⅹ9－Y76G   43   21   5   不定形   

72  E2区  Ⅹ9・10－Y77G   35   18   10   不定形   〃   

73  E2区  Ⅹ10－Y77G   42   34   10   不定形   〃   

74  E2区  Ⅹ8－Y78G   32   22   5   不定形   〃   

75  E2区  Ⅹ8－Y76G   28   14   楕円形   〃   

76  Ⅰミ2区  X8－Y75G   20   8   5   半円形   〃   

77  D2区  X8・9－Y61G   29   楕円形   〃   

78  D2区  XlO－Y65G   33   28   楕円形   

79  D2区  X8・9－Y65G   35   26   ひし形   〃   

16   
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F宴g．7 A区・B区平安時代水田址全体図  
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稲荷遺跡層序説明  
1層 黒褐色細砂き乱現代ぬ耕作土。  

1a暦1層にAs－Bをわずかに含む。  

2層 にぷい黄褐色粗砂膚。As－B鈍層。  

2a膚 暗褐色潮砂嵐暗赤褐色粒子を含む、  
As－B混じりの耕作土8  

褐色細砂層。As－B主体の耕作土。  

暗褐色細砂嵐As一週混じりの耕作も  

黒櫓色シルト嵐平安時代水田耕作土。  ご X竿口誓冨  
鮎層 革袴色シルト風格色土をまだらに含む。  
3b層 褐灰色ジル下層。褐色土と灰色火山灰の混じり。  
3c帝 黄褐色細砂層。ローム土をプロッタ蜘こ含む。  
桂穴層序。  

4膚 黒色粗砂屠。Hf－FA混じりの洪水軌  
4a層 にぷい費橙色微砂臥Hr－FAのかたま軋  

4b層 褐灰色阻砂層。鮎－Cを含む洪水層。  

旺朝ト カタラン  

L
＝
笥
．
O
m
 
 

¢  1：3ヱ8   8m  

C区耕作痕跡  

X川  Xll  

頓b d▲あβ○旦凸軸あ△あ b Y50一山摘針恥  あ  

。  雷。晶云胃癌∂壱芯謬端  か机川畑け品  

XllY51  

十  

恥も  

t亀   

QQ句も♂b亀  
1：88    2m  

Fig．8 C区平安時代水田址全体図  
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馳9・E区平安時代水田址全体図  
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嘩畔全体図   

十     ’干  平安時代      A2区  ♂A柑   

F区  

1＝96．5m   

且＿．－＿、」」  

L＝鍋．5m  

’ 
l  

D－1・2号土坑層序説明  
1膚 黒褐色粗砂層。A＄TBを30％含軌  

∵一三：  

0  1：川8q  相川   
0  1：8tI   乏m  

pig．10 F区平安時代水田址全体図、平安時代畦畔全体図  

20  



X12Y川  

十   ¢
 
 

珊
＋
区
 
 

A
 
 

Al区  
A A′  

区
 
 

▲
一
一
 
 

区
 
A
 
 

2
 
β
 
 

A
 
 

竿
 
 

＝   
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Fig．11古墳時代全体図、A区古墳時代水田址全体図  
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Cl区  

…
＋
 
 

』   1：ま祁   8m  

×用Y‡き  

＋  

払    V  
L＝97．5m 盛土  

W－8号満層序説明  

A廟 灰褐色粗砂層。川砂主私  

Hr－FA粒子わずかに含む。  

B層 暗褐色細砂膚。川砂と古墳時代  

水田耕作土との准じり。  
道路状適桐層序説明  
C層 暗褐色シルト層。赤茶けた微砂  

30％含む。粘性、締まり強い。  

L；；97．2m   

0   1：川   2m  

Fig・12 B区・C区 古墳時代水田址全体図  
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L＝96．5m  
F区  

L＝96＿1m  

W－18・19奇蹟層序説明  

A層 黒色細砂層。Hr－FAを  

含む。Ⅵr－18骨  

頂層 黒色聞砂層。Hr－RÅを  

含む。1Ⅳ－19号  

L＝96．5m  

L＝96．5m  

J」面 
P59 ㊥  

言◎慧  

L＝96．5m  

済  

p62 ㊤  

ニ⑦慧  
L＝96，5m  

瘍  

p悶  ㊤  

⊥〈9エ  

I  l′  

L＝96．5m  

感  
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！．．．．て      王  
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 ∠＝＞  5（C区）  

¢  l／3  1飢加  

¢（C区）   

椚g．14 F区古墳時代水田址全体図、稲荷遺跡出土遺物  
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付編  稲荷遺跡の自然科学分析  

株式会社 古環境研究所  

（2）】う1区北東地ノ去（   

この地点では、－卜位より棋色粘質土、灰色軽石桐、砂混  

じり棋色土、成桐したテフラ層、灰色砂質土、昭灰色桝田  

土、成屑したテフラ屑、桃灰色砂質土、灰也砂田二l二、捕二1二  

層が認められる。成旧したテフラ屑は、1il区南西地点と  

同じである。  

（3）C区向地点   

この地点では、下位より灰色粘質土、累灰色糾明二l二、灰  

色軽石に寓む昭灰色二】二、灰色土砂質シルト屑、班灰也二l二、  

成層したテフラ桐、褐灰色砂質土、暗灰色表土が認められ  

る。成旧したテフラ椚は、Iう1区南西地点と同じである。  

（4）Ⅰ工区両地点   

この地点では、下位より灰色粘貿土、暗灰色鮎胃土、灰  

色軽石に嵩む暗灰色ニー二、黒灰色土、仁1色軽石混じり黄灰色  

鮒粒火山灰肘、灰色砂質シルト層、僻灰色土、成旧したテ  

フラ脚、暗褐也砂質二l二、灰色砂質土、崇褐色土が認められ  

る。成旧したテフラ屑は、下位より灰色租粒火l＝欠屑と黄  

褐色細粒軽才二りM、桃色糾粒火l11灰屑から構成される。この  

テフラ桐は、そのJ酬‖から1108（天仁元）咋に浅l＝‖＝から  

噴上1ルた浅閻Iiテフラに同定される。  

3．テフラ検州分析  

（1）分析試料と分析方法   

E区で認められた瞭石の濃集層（試料番号2）と黄灰也  

細粒火山灰旧（試料番号1）について、示楳テフラとの同  

定を行うために、テフラ検出分析を試みた（図1）。   

分析の手仙－iは、次の通りである。   

1）試料10gを秤量。  

2）超音波洗浄矧馴こより泥分を除去。  

3）800Cで恒緑化燥。  

4）実休姐■i微銚下でテフラ粒子の特徴や衷を観察。  

（2）分析拙果  

図1 E区の土層柱状図  
数字はテフラ分析の  

c．－－  試料番号  

Ⅰ稲荷追跡の土周とテフラ  

l．はじめに   

珊馴．り或には、赤城火山や榛名火山さらに浅川火山など  

の多くの火山から境川したテフラ（火111砕屑物、いわゆる  

火‥l灰）が分和している。これらのテフラの小には、すで  

に＝抑l神祇が明らかにされている示標テフラがあり、それ  

らとの八、プ位l射係を求めることによって遺構の梢築叶代や迫  

物包含凧の椎和年代に快ける資料を収集できるようになっ  

ている。そこで水暮1l追捕が検出された稲荷追跡でも、地質  

朋査とテフラ検＝分析を合わせて行って示梯テフラの肘位  

を明らかに・し、．遺構の屑位と年代にl対する資料を村ること  

になった。調査分析の対象となった地点は、Ⅰミ1区納西地  

点、Hll真北東地点、C区両地点、H区両地点である。  

2．二川7の屑序  

（1）Iil区画西地点   

この地点では、下位より暗灰色粘質土、捌灰色粘賀土、  

伏色畔宥凧、用灰色砂質土、成層したテフラ侶、灰也砂質  

二l∴l軋灰色粘賀土、成旧したテフラ屑、僻褐色砂質二1∴ 謀i  

掲色砂田二卜、桃也砂質二1二、灰色砂質」二、盛二L八づが認められ  

る（，これらのニー二屑のうち、灰色軽石層は層拙から4世紀tll  

共に浅F仙1トから榔liL，た浅間C栂石（As－C，新井，1979）  

に同定される。また、下位の成層したテフラ屑は、下部の  

桃褐色糾粒火山灰何と上部の茹色粗粒火l川欠屑カ、ら構成さ  

れている。このテフラ層は、屑川から6世紀初頭に榛孝一火  

山から咽川した榛名ニッ岳渋川テフラ（ⅠIl・－1√A，酢貼  

1り7！），坂l1，1986，早汀し1989，…川い新札1992）に同  

㍊される。さらに、上位の成層したテフラ桐は、‾卜位より  

灰色粗粒火山灰屑と黄褐色糾粒軽石旧から構成される。こ  

のテフラ椚はそのJ酬、‖から1108（天仁元）咋に浅‖川Ilから  

l蜘」ルた浅田川テフラ（As－B，新升，1979）に同定される。  

稚拙調査では、As－Ⅰうの直下の層準から水川遺構が検山さ  

れている。  

表1 稲荷過跡のテフラ検出分析結果  

川り∴（  盲試料   軽才二iのjit   軽イfの也朋  軽イfの最大径  

1  ＋＋  仁】  1．3  

2  十－ト  灰仁】  2．り  

lこ巨  

∧s一Ii －水Itl  

十十一トト：とくに多い， －トト＋：多い，  十十 小柑曳  

＋：少ない，  －：認められない． 根大径の即位は，nlm．  

llIl・－ド八   

2 ∧s－C   
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テフラ検JLけ）析の結果を表1に示す。試料番号2には、  

発泡の良い灰白色轢石（最大径2．91川l】）が比校帆多く含まれ  

ている。この軽石の班～轟こは斜方輝石や印斜榔石が認めら  

れる。この軽石は、そのJ脚‖から小世紀lい梨に域閻Itlから  

．m＝した浅閃C轍石（As－C，彩川：，197‡））に由来すると考え  

られる。一方試料番号1には、発泡のあまり良くない仁l色  

軽石が比較的多く含まれている（，この畔石の眺I轟こは、角  

l刈石や斜方輝石が認められる。したがって、この悼石を含  

むテフラ肘は、6牲紆裾如こ榛名火1」ゆら境川した榛名ニ  

ッ括渋川テフラ（ⅠIl・－Ⅰ√A，新井，1979，坂口，1986，り川，  

1989，llけけい新井，1992）に同定される。なおⅠIl・－FAのすぐ  

＿l二位にある灰色砂田シルトJ酬こついては、ⅠIlしIJAの耶机に  

伴って発生した洪水に山来する可能性が考えられる。  

∠1．小結   

稲荷遺跡において池野調査とテフラ検出分析を合わせて  

行った。その結果、下位より伐r吊C軽石（As－C，41ii：紀中  

葉）、榛名ニッ岳渋川テフラ僧（1Il・－FA，6世紀初頑）、浅間  

Ⅰうテフラ（As－Ⅰう，1108年）を検出することができた。本道  

跡において検出された水‖遺構は、As－1iにより匿按祝わ  

れている。  
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ⅠⅠ．稲荷遺跡におけるプラント・オパール分析  

1．はじめに   

柵物1≡‡三懐体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪  

恨（SiO2）が背沌ルたものであり、植物が枯れたあとも微化  

石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に戟っ  

ている。プラント・オパール分析は、この微化石を遺跡土壌  

などから検出する方法であり、イネの消長を検討することで  

理蔵水川跡の検証や探査が可能である（藤腫・杉山，1！）84）。   

稲荷遺跡の発掘調査では、As－B直下から水田遺構が検  

山された。ここでは、同道桝における稲作の検証を三盲三l卦的  

として分析を行った。  

2．試料   

試料は、Iil区南西、Iil区北東、C区、C区⑩水川、lく  

区の5地点である。試料採取箇所を分析結果の柱状l如こ示す。  

3．分析法   

プラント・オパールの仙出と走塁は、プラント・オパー  

ル定男分析法（藤原，1耶6）をもとに、次の手順で行った。  

1）試料の絶佗（1050・24崎Ifり）   

2）試料約1只を秤掴、ガラスビーズ添加（池二律約40ノ〃11・  

約0．02g）※絹子分析天秤により1万分の1gの料  

度で秤鼠   

3）宇ほ気炉灰化法による脱有機物処即   

4）超音波による分散（300W・42ⅠひIz・10分間）   

5）沈底法による微粒子（20〃111以下）除去、乾燥   

6）封入剤（オイキット）小に分散、プレパラート作成   

7）検鋭・計数   

同定は、イネ科植物の機動謝り蜘こ山来するプラント・オ  

パールをおもな対象とし、400倍の偏光軌微税下で行った。  

計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。こ  

れはほぼプレパラート1枚分の精査に相当する。試料1g  

あたりのガラスビーズ個数に計数されたプラント・オパー  

ルとガラスビーズ個数の比率をかけて、試料1g小のプラ  

ント・オパール個数を求めた。また、おもな分類粁につい  

てはこの他に試料の仮比重と名相物の換算係数（機動細胞  

排酸体1個あたりの柵物体乾主任、単位：10‾5g）をかけて、  

即位面机で桐原1c111あたりの枇物体生産競を算出したイネ  

（赤米）の換鈴係数は2．94、ヒエ属型（ヒエ）8．40、ヨシ届  

（ヨシ）は6．31、ススキ属型（ススキ）は1．24、タケ腑科（ネ  

ザサ獅）は0．48である。  

袈2 前柄’rり、稲荷追跡Bl区におけるプラント  
オパール分析拙果   

検＝密度（里樟：×11）0個／g）  
衷3 前橋吊、稲荷追跡におけるプラント・オパール分析結果  

※三】三要な分斯郡について計数  

検州猟場（押付：×ln州／lミ）  
北紳助さ．く  

面西地点            t   2   3   1  】   2   ニi  イネ    G6  21 ト1      36      ：う8  ヒエ偶州              22 7   7  三lシ届    22  ：1じ 138  2（）3  「〉り     15l  ススむ屈剰              婿 7 7 ト】：！61L1   8  タケ埴科            ロ 29 2tト17】Ll  ～；   

Ⅰ二lヰ   C 区   Clヰ（砂水‖  

分別群／．式事†          t   2   3   1   5   6  】  2   3  ・1  5   t；  1   2   

イネ   22   52   3n   7   52   37   7   30   2ニ与  ：川   

ヨシ用   22   7  7・l  Hl 17（）  97  7   7  22  82 131  68  ：‡8   2：i   
ススヰ柾目■J  15  15   7  11   7  7  7  ：柏   8   15  15   

タケjll廿ト  ：・州  15  15  推放射軋量 川舶：k／llヾ・川）  

椎払鮎舶It（榊位：短／‖）－・川）  

※試料の似比率をI．（）と仮定して算出。  ※訳机のイ反比率を1．0と仮通して吉7‖i。  
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詩●Jiいと判断している。ただし、押罵県内では密度が3，000榊／  

か裾塵でも水田遺構が検出されていることから、ここでは  

判断の基呈l（至を3，000佃／gとして検討を行った。  

l）】il区輔西地ノよ（（図2）  

lll・rFAfi三l：下屑（試料1）からAs～Cの下層（試料4）ま  

でのJ泄Ilミについて分析を行った。その結果、ⅠIlしF和甘上屑  

（試料1）からAs－C植二下層（試料3）までの層準からイネ  

が検Jlはれた。このうち、水Il＝大過構が検出されたⅠIl・－1√A  

直卜屑（試料l）では密度が6，600仙／gとかなりil■～jい仙で  

ある。したがって、同層では稲作が行われていた可能′性が  

高いと考えられる。As－C混屑（試料2）とAs－C直下凧（試  

ノl．分析結果   

水川跡（稲作跡）の検討が主＝的であることから、同定  

および定二jii：はイネ、ヒエ偶塑、ヨシ属、ススキ属判、タケ  

亜（おもにネザサ節）の主要な5分類粁に限定した。これ  

らの分跡群について定Jlほ行い、その結果を表2・表3お  

よび図2～図（うに示した。  

5．考察  

（1）ヰ闘乍跡の検討   

水川跡の検証や探査を行う場合、一般にイネのプラント・  

オパールが試料1圭！あたりおよそ5，000佃以＿1二と高い密度  

で検川された場合に、そこで稲作が行われていた吋敵性が  
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料3）では、密度が2，100佃／gおよび1，400個／gとやや低  

いことから、稲作が行われていた可佗桃は考えられるもの  

の、上層もしくは他所からの混入の可胎性も否定できない。  

2）Bl区北東地点（図3）  

III・－FA但下層（盲試料1）からAs－C†白二下屑（試料3）ま  

での層準について分析を行った。その結果、すべての試料  

からイネが検出された。このうち、水11l状退榊が検Jlはれ  

たIlI・一FA直下屑（試料1）では密度が3，600個／gと高い仙で  

ある。   

また、As－C砲：下層（試料3）でも密度が3，800仙／gと高  

い他である。したがって、これらの榊では稲作が行われて  

いた可能′ヒtが高いと考えられる。As－C混同（試料2）では、  

密度が2，200個／gとやや低いことから、稲作が行われてい  

た可能′性は考えられるものの、上憎もしくは他所からの混  

入の可能性も否定できない。  

4）C区（図4）   

As－Ⅰ3直下屑（試料1）から＾s－C禎‾F層（訊料6）まで  

の層準について分析を行った。その結果、As－Ⅰ沌汗●椚（試  

料1）からAs二c的下個（試料4）までの各層からイネが検  

川された。このうち、As－Ⅰう直下脚（試料1）では据度が  

5．200佃／gとかなり高い伯であり、その下層（試料2）お  

よぴAs－C寓‾F屑（試料4）でも3，000仙／g以】t二と高い仙で  

ある。したがって、これらの層では稲作が行われていた可  

胎性が高いと考えられる。As－C混屑（試料3）では密度が  

7、00個／gと低い似である。  

5）C区⑱水ⅠrI（図5）   

As－B直下僧（試料1、2）について分析を行った。その  

折果、両試料からイネが検山された。斜度は3，000仰l／g前  

後と高い佃である。したがって、同朋では稲作が行われて  

いた可能怖が高いと考えられる。  

6）E区（図6）   

As－13直‾F屑（試料1）からAs－Cの下JB（試料6）まで  

の屑準について分析を行った。その結果、As－Ⅰ三浪下情（試  

料1）からAs－C混層（試料4）までの各層からイネが検出  

された。このうち、Ⅰ－Il・－FA値二上層（試料2）で密度が5，200  

佃／gとかなり高い値であり、ⅠIl・一IJA値下層（訊料3）でも  

3，000個／gと高い佃である。したがって、これらの屑では  

稲作が行われていた可能性が商いと旭われる。As一日直下  

屑（試料1）では密度が2，200個／gと比較的低い似である  

が、直上をテフラ屑で覆われていることから上層から後代  

のものが混入した可能性は考えにくい。したがって、l甘層  

の時期に調査地ノ烹もしくはその近辺で稲作が行われていた  

可能性が考えられる。As－C混層（訊料4）では据度が700  

佃／gと低い佃である。  

（2）榔横環境の推定   

ヨシ属は比較的湿ったところに生育し、ススキ鵬やタケ  

亜科は比較的牝いたところに生育している。このことから  

これらの植物の州税状況を検討することによって、唯別当  

時の環境（乾燥・湿潤）を推定することができる。   

おもな分執群の抑定三巨推量（図の右側）によると、As－C  

より下位ではヨシ属が圧倒的に申越しているが、As－C混  

層では大幅に減少し、Ⅰ・Il・一－ⅠγA直下層ではイネが優勢となっ  

ていることが分かる。以上の結架から、稲作が開始される  

以前の調査区周辺は、ヨシ属が繁茂する湿地の状況であっ  

たと考えられ、As－C直下屑の時期にそこを利用して水川  

稲作が陳姶されたものと推定される。なお、稲作のl紬齢以  

降もヨシ属が多く見られることから、水l頼経草などとして  

ヨシ偶が生育していたことが考えられる。  

6．まとめ   

プラント・オパール分析の結果、水11闇購が検川された  

浅川Hテフラ（As－Ii，1108年）松下旧からはイネが多現に  

検川され、同遺構で稲作が行われていたことが分析的に検  

証された。また、榛名ニッ岳渋川テフラ（Ⅰ・Il・－FA，6世紀  

初動）の上層や下層、C区の浅閃C軽石（As－C，4’1ii：＃己（fI  

基）直‾lご層でもイネが多表土に検糾され、稲作が行われてい  

た可恍怖が認められた。   

本道跡周辺は、稲作が開始される以前はヨシ属が繁茂す  

る湿地の状況であったと考えられ、As－C堆積前後の頃に  

そこを利用して水田踊作が開始されたものと推定される。  

参考文献  

藤原宏志（197G）プラント・オパール分析法の基礎的研究（1）  

一数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析法一．   

考古学と自然科学，9，l）．15－29．  

藤力；は志・杉IlI真二（1！）84）プラント・オパール分析法の  

基礎的研究（5〉－プラント・オパール分析による水川址  

の探査－．考古学と自然科学，17，l）．73－85．  

28   



P」．1  

Al医 平安崎代 水川址 全寮（夷上から）  

Al区 平安時代 水lⅠ川：（納西から）  Al区＋平安鳩車 水lfl址（北から）  

A2区 平安帖代 水川址（輌西から）  A21式 さl隼田l身代 水川址（北から）   



P L．2  

A2区 平安帖代 水川址 全景（北から）  

1う1区 平射Iミ打じ 水什l址（由来から）  Iill東 平安崎代 水田址（東から）  

1う1区 平安時代 水l■1川l二（納l叫から）  Iil区 平安糊代 水川址（向から）   



P」．3  

1∃1区 平安時代 水田址 全崇（向から）  

Ⅰう2区 平安将代 水田址 全景（真上から）   
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Cl区 さ1巧狛l判じ 水川址 全景（北から）  
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Ⅰミ2一穴 さl乙安時代 水l11址（北東から）  
Ⅰう2区 平安糊代 水l乱址（東から）  

Cl区 平安時代 水川址（東から）   
Cl区 平安時代 水什州二（西から）  



Dl区 平安時代 水m址 全額（向から）  

Dl区 平安時代 水田址（東から）  Cl区 平安時代 水l‖祉 足跡（西から）  

D2区 平安時代 水川址（南西から）   D2区 平安時代 水田址（東から）  



P」．6  

D2区 平安l幹代 水田址 全寮（南から）  

El区 平安時代 水l乱址（東から）  E2区 平安時代 水l‡】址（発から）  

E2区 平安時代 水田址（凍から）  F区 平安時代 水田址 （北から）   



P」．7  

Ⅰミ1区 平安時代 水仕け止 全貿（北から）  

Ⅰ王2区  平安将代 水l‖址 全景（北から）   
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Ⅰミ・F区 平安l軒代 水川址 全景（其上から）  

Al区 7！丁墳時代 水l廿址 全景（夷上から）   
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A2区 古墳時代 水川址 全寮（北から）  

Bl区 古墳時代 水l≠址 全景（南から）   



P」．10  

Cl区 古墳時代 水田址 全景（真上から）  

Bl区 古墳晒代 W－32号桝（北西から）  Al区 古墳時代 水l‡け止（真上から）  

Cl区 古墳噂代 W－8号溝（東から）   Bl区 古墳時代 水任用二（南東から）  



P」．11  

Ⅰ〕1区 ホ墳情状 水圧け止 全景（其上から）  

Cl区 古墳時代 W－12号溝（西から）  Cl区 了lγ墳崎代 水m址（南から）  

Dl区 古墳噂代 W－10号溝（南東から）  Dl区 古墳時代 W－7号消（東から）   



工）2区 古墳時代 水川址 全景（向から）  

W－34号研  
W－35号溝  

Dl区 古墳l断じ 足跡（西から）  D2区 古墳時代  （東から）  

Ⅰ手区 古墳時代 水什川二（西から）   Ⅰミ1区 古墳時代 水什抽L（北から）  



P L．13  

Ⅰ王1区 古一墳将代 水m址 全景（北から）  

】ミ2区 了上聞l畔代 水Ilけ批 全景（北から）   



P」．14  

F区 古墳時代 水肘祉 全景（北から）   
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